
 散歩中、菜の花や土筆を見つけたり、雲雀が空高く上がって行ったりと日増しに春を感じます。早いも

ので今年度も後１か月となりました。４月からは幼稚園や保育園に入園される方、仕事復帰をされる方と

新しい環境になる方も多いと思います。２月も天気の良い日は中庭にシートを敷き、外で沢山遊びました。

３月は暖かくなってくるので、春を探しに散歩に出かけたり、みんなで思い出作りをしたいと思います。 

まだまだ気温の変化の大きい時期です。体調に気を付けて過ごしましょう。 

 

月 火 水 木 金 土 

１ 

休館日 

２ 

折り紙 

３ 

ひな祭りの話 

４ 

外遊び 

５ 

しゃぼん玉 

６ 

休館日 

８ 

休館日 

９ 

外遊び 

１０ 

自由遊び 

１１ 

シール貼り 

１２ 

小麦粉粘土 

１３ 

休館日 

１５ 

休館日 

１６ 

外遊び 

１７ 

子育て講座 

(要予約) 

１８ 

しゃぼん玉 

１９ 

お散歩 

２０ 

休館日 

(春分の日) 

２２ 

休館日 

２３ 

自由遊び 

２４ 

外遊び 

２５ 

シール貼り 

２６ 

身体測定 

２７ 

休館日 

２9 

休館日 

30 

外遊び 

 

31 

絵本の読み聞かせ 

 

※活動は、10 時半より行います。 

      

 

３月の予定 

令和 3 年 3 月 １日   第 11 号        

朝倉市 子育てほっとサロン 

 

（開館日：利用時間）・・・火・水・木・金 10： 00～15：00 

（場   所）・・・朝倉市子育てほっとサロンつどいの広場 

（寿楽荘内 朝倉市堤１４１３）☎ ０８０－６４３９－１８５１   

メールアドレス   tsudoinohiroba0062@yahoo.co.jp 

      通信はあさくら会のホームページでも見られます。 

つ  ど  い  の  広  場 

つ  う  し  ん 

 

 
皆様には、日頃よりコロナウイルス感染拡大防止の為沢山のご理解・ご協力を頂き心より感

謝申し上げます。 

今年度は、自粛や規制もあり例年のように各月の行事・イベント等も計画通りには出来ませ

んでした。そのため、少人数での子育て講座・密を避けての親子製作・外遊びの機会を増や

すなどの対応をしながらの開所となりました。今迄の日常が「当たり前」ではないことに気

付かされ、子どもは勿論、大人にとっても人との触れ合い・会話・関わりがどれだけ大切な

事なのかを改めて感じた１年でした。 

お母さん方の中には、「自粛と言われているから、遊びに来る事を悩みました。」とおっしゃ

る方や「開いていると思いませんでした。でも開いていて本当に良かったです。」と来られ

る方もいらっしゃいました。お家で過ごす時間が増え、なかなか息抜きも出来ず心身ともに

疲れてしまい、色々な気持ちがあったと思います。ひろばで楽しく親子で遊ばれている姿や

お友だちとの関わり、お母さん方同士の情報交換などの姿を見て、私たちも皆様から沢山の

元気を貰いました。足を運んでいただきありがとうございます。 

来年度はコロナウイルスの感染も終息に向かい、例年のようにたくさんのご家族、地域の

方々がつどい、笑顔で賑やかな１年になるようにと願っています。また、子育て講座などを

通して共に学び、皆さんと一緒にお子さま方の成長を見守りたいと思います。 

   

☆利用にあたってのお願い☆ 

※自宅・入室前の検温 

※マスクの着用(可能なお子様も) 

※咳・発熱(解熱後２４時間経過していない 

場合も含む)・倦怠感等の症状が本人又は 

ご家族にある方はご遠慮下さい。 

※感染拡大などの状況により、活動内容の変更・中止があるかもしれません。ご了承ください。 

１７日(火)  子育て講座 １０時半～１２時 

『赤ちゃん・子どもを守る防災』 

   講師 松川直子氏(１０組) 

暮らしの中で防災にも使える知恵、「いざ！」とい

う時に命を守る為、大人が出来る事などをお話し

て頂きます。  ※２５日迄に予約をお願いします。 

１９日(金)  お散歩      

春を探しながら、近くをのんびりお散

歩します。お昼は中庭にシートを敷い

て、みんなでお弁当を食べようと思い

ます。歩きやすい靴で遊びに来て下さ

い。１０時半頃出発します。 

❀１年間ありがとうございました。 

お花紙を使ってひな祭りの製作をしました。 

お内裏様とお雛様の顔を描き、可愛い作品が

出来あがりました。 

２歳の女の子は、お母さんと一緒に初めての

はさみに挑戦されており、親子で真剣な表情

で取り組まれていました。集団生活に入り、

幼稚園や保育園に通うようになると、持ち帰

ってくる子どもの作品の方が増えます。親子

で一緒に作る貴重な時間を大切にしたいで

すね。 

２月の製作✄ 
皆さんの 

   作品 

 

作品 

   

   


